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降雨層にお け る新 しい κ DP 推定手法につ い て
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1．は じめに
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定 （QPE ）手法が 普及 しつ つ あ る．従来の QPE 手法で は 主
に z −R 関 係式を 用 い て い た が ，MP レ

ー
ダを用 い た QPE

毒鬻
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器舞讎翳綾鰡髏驍碧荐 爨鰹
りその 精度を高 め る こ とが可能で あ る．KDP は レーダで 直

欝 靉 糧雌講獣攤鐔糶
の性質を持つ こ とか ら，気象学的な要因 に よ り生 じる KDP
の み を抽出す る こ とは 困難 で あ る．その た め，従来手法で
は，ある距 離幅で Φ DP の 回 帰直線 を求 め，そ の 傾 きか ら

KDP を求め て い た．しか し，この 方法は KDP の 距離プロ

フ ァ イ ル が 滑らか に な る と い う弱点が あ る ，さ らに，観 測
され た ΦDP に は後方 散 乱 によ る位 相 差 も重 畳 し，特 に大 粒
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，
は 観測され た偏波間位相差の 二 乗平 均誤差 で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ り．Jlpfは ki に 関する ロ ーパ ス フ ィ ル タの 役割 を持ち，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Clpfは ロ
ーパ ス フ ィ ル タ を調整す る係数で あ る．こ の 」 を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最 小化 す る こ とは
， 図 1 の 単調増 加 す る ΦDP プロ フ ァ イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ル を観測値に フ ィッ トさせ るこ とを意味する．本手法で は こ
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はずなの で，降雨中に お け る負の KDP の 算出は，降雨強 3．まとめ

覊鯉灘黷欝糶灘 爨蘿殲辮1灘灘鑼轗
2．推定手法　　　 　　　　 　　　　　 　　 の KDP は算出 され ず，ノイ ズや 後方散乱に よる 位相差の 影

譱轢轢攤讌 礬韆購籌灘鸚響覊 撫
した判別を 行うこ とが難 しい ため，高層観測や数値予 報か

ら求めた零度高度 と鬲蠏 層厚 さを仮定す る こ とに よ りそ の

判別 を行 っ て い る．その 後，データの 品質管理 と ΦDP の 折
り返 し補正 を 行う，
　 次 に，本 手 法 の 境界 条 件 とな る，レ ン ジ 最近傍 と最遠方

案融
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LR −N お よ び LR厂F）を求め，その 傾きが正で ある場合は，
そ の 回帰直線の 最近点 （最遠点）の 値を採用 し， 傾 きが 負
の 時はそ れ らのデータの平均値を採用す る．最終的に 求ま
る
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お き・それ らと境界条件 との 差を以下の
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ただ し，i は 距離に 関す る添え 字 （i ＝ O，1，2，・
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丸印の プ ロ ッ トは観測された ΦDP を，灰色の 太曲線は本手

法で最 終的 に求 め る ΦDP を示す．その 他の 記号に つ い て は

本文を参照 ．
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とな る．こ こ で，以 下 の コ ス トフ ァ ン クシ ョ ン 」 を定義する，
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　　　図 2 ： a ）2005 年 7 月 9 日 ユ4〔〕2UTC に防災科研海老名
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　　　され た ΦDP よ り算出さ れ た KDP の レ ン ジ プ ロ フ ァ イ ル ．
　　 灰 色破線 は lkln 幅 の 線形回 帰に よ り求め られた KDP ．黒

　　 色 実線は 本手法に よ り求 め られ た KDP ，（10）

一 488 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


